
専門分野などにおける情報の評価が必要なの

か、その方法をどういった形で身に付けていく

のかを、利用者に問いかけていきたいと思いま

す。そのためには、指導する館員は、さらに勉

強して柔軟な対応で答えていかねばなりませ

ん。

館員各人が利用者サービスを深く認識した上

で、どのような利用指導が可能であり、実施で

きるのか、また、委託業務との関連を含めて、

検討、改善を進めていきたいと思っています。
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学術情報の構築

利用者サービスの充実

各種の利用者ガイダンス現状・問題点
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系

講習会の改善に向けて

講習会担当者の意識、アンケート調査、講

習会担当者の育成・教育

まとめ

近畿大学中央図書館利用者サ ビス・利用者教育の取り組み
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2002年度から、近畿大学中央図書館の閲覧関

係業務が業者委託になりました。

それに伴い、2003年度から利用者と館員が接

する唯一の場として、新たにレファレンス課を

設けて、利用者サービスの充実を計るよう努め

てきました。しかし、館員の大多数が閲覧室や、

カウンターで、利用者と接することがなくなっ

た現在では、利用者の声、動きをどのように受

け止めていけるのか不安です。

大学図書館として情報リテラシー教育を行う

ことは、資料・データベースなどの増加に伴う

整備、施設の整備、改善などが不可欠になって

きます。その改善によって向上した図書館サー

ビスについて、図書館ではなにができるのかを

利用者によりよく知ってもらうこと、そして実

践してもらうこと、それが利用指導の第一歩で

あり、情報リテラシー教育の入口であると思い

ます。

第一段階としてのｌ回生の基礎ゼミでの利用

指導、そして第二段階として２，３回生に対し

ての実習型のガイダンスへと展開させていきつ

つある現在、ようやく次の段階へ一歩踏みだし

たところでしょうか。

なぜ情報リテラシー教育が必要なのか、なぜ

病院図書館２００４；２４(4)：１７３

●
●
●
●
Ｇ
●

勺
Ⅱ
Ⅱ
《
（
叩
〃
／
》
《
む
く
垣
）
４
知
斗
△
［
Ｌ
《
皿
》
〈
与
玲
叩
）

白
■

【
が
３
０
（
哩
垂
、
）

９．

なかおたみこ：近畿大学中央図将館
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